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オリンピック大会をめぐる李想白の動向
−バスケットボールの正式種目決定について−
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Yusuke  OIKAWA
１．は　じ　め　に
本稿では、日本バスケットボール界での李想白
の功績に関する一齣として、バスケットボールが
オリンピック大会の正式種目に決定したことと彼
の関係を記す。
李想白は、1940年に大日本バスケットボール
協会が行った創立 10周年記念式典で功労者とし
て表彰され、1966年には日本政府により勳３等
旭日章が授与された。我が国におけるバスケット
ボール界・スポーツ界での彼の功績については、
これまで主として次に示した五つの文献で語られ
てきた。
 １） 牧山圭秀の「バスケットボールの技術史」
（『スポーツの技術史』所収、1972）
 ２） 大日本バスケットボール協会50年史『バ
スケットボールの歩み』（1981）
 ３） 早稲田大学バスケットボール部 60 年史
『RDR60』（1983）
 ４） ハングルで書かれた李想白の伝記『想白
李相佰評伝』（1996）
 ５） 孫煥（現在韓国の中央大学教授）の博士
学位論文「戦前の在日朝鮮人留学生のス
ポーツ活動に関する歴史的研究」（1998）
これらの文献は、李想白の思い出話し・記憶に
基づくものが多く、資料的裏付けを充分なされて
いるとはいい難い。しかし、牧山圭秀の叙述や二
冊の記念誌、孫煥の論文では、バスケットボール
がオリンピック大会の正式種目となるために、李
想白が国際的に働きかけていたことを共通して記
述している。さらに、孫煥のみは李想白がオリン
ピック大会に関する活動でForrest C. Allenと交
渉したことについて、『大日本体育協会史（下
巻）』（1937.3、p.1235）を引用しながら示してい
る。
そこで、本稿では孫煥の論文で名前が挙がって
いたForrest C. Allenによる二通の書簡と李想白
が大日本バスケットボール協会の機関誌『籠球』
第2号と第５号で記述した「国際オリムピック参
加問題について」（1931）、「アレン博士と会見し
て」（1932）、を主な資料とする。そして、その資
料を、これまで語られてきた上記の１）～５）の
文献に重ねてみることで、オリンピック大会をめ
ぐる李想白の動向について述べていく。
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２．李想白とオリンピック大会
Forrest C. Allenによる二通の書簡とは、オリ
ンピックバスケットボール委員会の委員長宛に送
られたもの（1935）1）（以下、「書簡A」と省略）と、
全 米 バ ス ケ ッ ト ボ ー ル コ ー チ 協 会 2）（ 以 下、
「NABC」と省略）の会長・会員宛に送られたも
の（1935）3）（以下、「書簡 B」 と省略） である。
後者にはForrest C. Allenの直筆と思われる署名
がある。どちらの書簡も文字はタイプ印字され、
内容は主にバスケットボールがオリンピック大会
の正式種目に決定した経緯について記されてい
る。 これらの書簡の複写が、 芦屋市立図書館の
「松本幸雄バスケットボール文庫」に、その翻訳
文とともに所蔵されている。書簡の複写を寄贈し
た人物は、オリンピック・ベルリン大会（1936）
に日本バスケットボールチームの選手として出場
した李性求4）である。彼は李想白の伝記『想白李
相佰評伝』（1996）を編纂するために芦屋市立図
書館を 1995年８月に訪れた。その時に彼の図書
館での資料検索を道盛正5）が手伝っている。そし
て、李性求はForrest C. Allenの書簡の複写を「松
本幸雄バスケットボール文庫」に寄贈するため道
盛正へ渡し、その資料の翻訳を道盛正は通訳の経
験のある友人（中村俊郎）に依頼している。
NABCは1927年に創立された6）。その初代会長
であったForrest C. Allenは1929年まで務めてい
る。NABCの中には、 オリンピック準備委員会
が設けられ、バスケットボールがオリンピック種
目になるための運動を起しており、その委員長も
Forrest C. Allenであった7）。また、彼はカンザ
ス大学バスケットボールチームのヘッドコーチを
務め、同体育局長と体育学科主任を兼任した人物
でもあった8）。
李想白によれば、NABCにおけるオリンピッ
ク準備委員会は、1932年のオリンピック・ ロサ
ンゼルス大会でバスケットボールを正式種目とし
て取り入れさせようとした活動を 1929年頃から
行っていたという 9）。また、李想白はその活動に
対する大日本バスケットボール協会の動きを次の
ように叙述している。10）
　　 　ロサンジュレスに開かるべきオリムピッ
ク大會を控へて、それが米國に於いて行は
れるといふ有利な條件と近來に於ける此競
技の力強い發展に力を得て、可なり有力な
運動が茲兩三年間米國を中心として起こさ
れてきた。私は此噂を米國に在る知人より
傳聞し、又個人的の情報を耳にする機會が
ある度毎に胸の躍るのを禁じえなかつた
が、昨秋本協會（大日本バスケットボール
協会のこと：筆者補足）が成立されたのを
機會に、協會理事會の決議によつて協會と
して此機運の助成に努力することゝなり、
一方米國に於ける此運動の中心をなす全米
バスケットボール・コーチ協會のオリムピ
ック準備委員會と提携し、他方大日本體育
協會を通じて米國に於けるオリムピック委
員會に問合はせを發する等、種々の斡旋の
努力を盡してきた
このことから、李想白は大日本バスケットボー
ル協会が創立された 1930年以前から、バスケッ
トボールがオリンピックの正式種目になることへ
関心を抱いていたことがわかる。そして、大日本
バスケットボール協会が創立したことで、日本も
アメリカのオリンピック準備委員会の活動に参加
する。その活動を日本で任されたのが李想白であ
り 11）、大日本バスケットボール協会が NABCの
オリンピック準備委員会を助成することになって
いた。
オリンピック・ロサンゼルス大会（1932）でバ
スケットボールを正式種目にさせることは、バス
ケットボールの歴史が浅いことなどの理由により
実現しなかった12）。それでも、Forrest C. Allen
らオリンピック準備委員会は、デモンストレーシ
ョン種目としてバスケットボールをオリンピッ
ク・ロサンゼルス大会で行うことを企てている。
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その時のことを、Forrest C. Allenは書簡Aで次
のように述べている。「メキシコ、カナダ、フィ
リピンと日本は、もしロスアンゼルス組織委員会
がバスケットボールをデモンストレーションとし
て行うならば、それに参加するチームをロスアン
ゼルスへ送るとはっきり約束しました」13）。つま
り、日本では大日本バスケットボール協会を創立
（1930）して間もない時期であったにもかかわら
ず、ロサンゼルスへ選手団を送る体制がある程度
整っていたと考えられる。 しかし、Forrest C. 
Allenらオリンピック準備委員会の努力は結局実
を結ぶことなく、第 10回オリンピック・ロサン
ゼルス大会でバスケットボール競技は、デモンス
トレーション種目としても行われることはなかっ
た。
李想白は、 オリンピック・ ロサンゼルス大会
（1932）へ出発する前にアメリカバスケットボー
ル界の「権威者数名」14）に対して書簡を送ってい
る。それは、ロサンゼルスで会合を開きたいとい
う内容の書簡であった。 その時に返事をくれた
Forrest C. Allenは、「私は貴君がバスケットボー
ルをオリムピック競技種目たらしめんとする熱心
を非常に喜ばしく思ふ」15）と記している。書簡の
返事を現地で貰った李想白は、直ちにForrest C. 
Allenと時間を打ち合わせて、1932年８月10日16）
にロサンゼルスの「サンピードロ街の日本料理屋
『川福』」17）で会合を開いている。
Forrest C. Allenは書簡A（1935）で、李想白
らとの会合について次のように叙述している。18）
　　 　オリンピック・ロサンゼルス大会でバス
ケットボールを正式種目として加えるとい
う要求に敗れたままでじっとしておれず、
日本バスケットボール協会会長の副島伯
爵、岸博士、李、鈴木の諸氏や外国の代表
らは、 第12回オリンピックが開催されよ
うとする1940年の東京大会で、 バスケッ
トボールを正式種目に加えるという、はっ
きりとした目的を念頭に置いて、私たちと
会合を持ちました。そして、日本代表団は
自発的に、ドイツを動かすように絶えず働
きかけ、また、他国のオリンピック代表に
は第11回オリンピック・ ベルリン大会に
バスケットボールを正式種目として加える
ことを要請するよう頼みました
こうした李想白らの活動には、1940年に開催
されようとしていた第 12回オリンピック・東京
大会において、バスケットボールを正式種目とす
る目的があった。そして、李想白らは献身的に国
外のバスケットボール関係者と関わりを持ち、同
時に日本のバスケットボールを国外に知らせよう
としていたことがわかる。
Forrest C. Allenは書簡B（1935）で、バスケ
ットボールがオリンピック大会の正式種目として
認められるまでに、支援してくれた友人として最
初に李想白について記している。そこで、Forrest 
C. Allenは李想白を国際バスケットボール連盟の
事務局長と並んで下記のように紹介している。19）
　　 　地球の反対側からの支援がありました。
それは、日本アマチュア体育協会の実行委
員会と日本オリンピック委員会の委員を務
める李想白である。ローマに本部がある国
際バスケットボール連盟（F. I. B. B）の事
務局長のR. Williams Jonesもバスケット
ボールを支持して、オリンピック種目の一
つの種目にすることに大きな関心を持って
おられた。彼と彼の組織（F. I. B. B）は、
来年８月のオリンピック・ベルリン大会を
実際に運営するに当たって、大きな発言力
を持つでしょう。
この書簡で記されているR. Williams Jonesの
ことと、竹崎道雄がオリンピック・ベルリン大会
（1936）でバスケットボールの国際審判員になっ
たことを、 竹崎道雄自身は次のように述べてい 
る。20）
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　　 　あのときの国際バスケットボール協会と
いうのは、まるでジョーンズの独裁みたい
なものだった。李さんとジョーンズはロサ
ンゼルスで会っていたので親しかった。そ
こで審判という話がでたとき李さんが、竹
崎、おまえやらないかと言って私を推薦し
てくれた
このように、竹崎道雄が李想白の推薦により国
際審判員を務めることとなった背景には、李想白
が前オリンピック大会のときにForrest C. Allen
以外にも国外のバスケットボール関係者と親しく
なっていたことが考えられる。
オリンピック・ベルリン大会でバスケットボー
ルが正式種目として決定した後に、李想白は日本
のバスケットボールチームがオリンピックに参加
する意志をForrest C. Allenへ伝えていたことが
次の書簡 Bの文章から考えられる。「諸国の友人
からの個人的な書簡、特にカナダ・日本からのも
のには、彼らの国はオリンピック大会参加の決心
が固いことをほのめかしている」21）。 つまり、
Forrest C. Allenはオリンピック・ベルリン大会
でバスケットボール競技に参加する各国の友人と
書簡のやり取りを行っており、特にカナダと日本
におけるオリンピック大会への参加意欲を感じて
いたようである。
Forrest C. Allenの書簡で李想白や日本に関す
る記述が多く見受けられるのは、李想白の行った
活動が、恐らく他国のバスケットボール関係者よ
りも印象深かったからであろう。それだけに李想
白の活動が、バスケットボールのオリンピック大
会正式種目になることへ少なからず影響していた
ものと思われる。
３．お　わ　り　に
バスケットボールをオリンピック大会の正式種
目にするため、アメリカのオリンピック準備委員
会の運動に李想白が関与していた。それは、彼が
オリンピック・ロサンゼルス大会へ出発する前に、
Forrest C. Allenら国外のバスケットボール関係
者へ書簡を送ったことから具体的にはじまってい
る。李想白は、オリンピック準備委員会の委員長
であるForrest C. Allenと出会い、その委員会の
活動に参加したことで李想白の国際的な場におけ
る活動は精力的になっていったと考えられる。一
方、Forrest C. Allenも李想白の献身的な活動が
彼の支えになっていたようである。
李想白ら（大日本バスケットボール協会）がそ
うしたForrest C. Allenの活動に参加した理由は、
国外のバスケットボール関係者と面識を持ち、日
本のバスケットボールを国外に知らせ、第 12回
オリンピック・東京大会（1940）でバスケットボ
ールを正式種目とする目的を持っていたと考えら
れる。
オリンピック・ロサンゼルス大会（1932）の際
に、 李想白が Forrest C. Allenや R. Williams 
Jonesと親しくなっていたことで、次大会のオリ
ンピック・ベルリン大会（1936）では、李想白が
R. Williams Jonesに竹崎道雄を紹介し、その結果、
竹崎道雄が国際審判員を務めることに繋がった。
これは一例であるが、李想白は日本のバスケット
ボール界と国外のバスケットボール界とを繋げる
役目を担っていたと思われる。
Franklin H. Brownが1917年の極東選手権競技
大会へ日本のバスケットボールチームを出場させ
たように、李想白はオリンピック・ベルリン大会
（1936）で日本にそれを実現させた人物として評
価できようが、彼のオリンピックをめぐる「国際
的な働きかけ」に関する具体的な資料は出てきて
いないので、これは、今後の課題としたい。
本稿は、2010年度国士舘大学体育学部附属体
育研究所研究助成金を受けて行われたものであ
る。記して感謝の意を表したい。
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